
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R５年度用）             令和５年１２月２０日 

地区名 新関地区 

今
年
度
の
取
り
組
み 

・コミ協福祉健康部役員との打ち合わせ（5/31 支え合いのしくみづくりについて） 

・三者（小学校・保育園・コミ協）合同避難訓練、防災講演会（6/16） 

・新関発健康行き（6/21 健康チェック） 

・コミ協との打ち合わせ（6/30、8/2 今年度の活動について） 

・新関地区福祉懇談会（7/11、12/20） 

・移動支援、相談一覧表についての検討 

（9/8 こぐち苑との打ち合わせ、10/5 第 1 回検討会、11/9 第 2 回検討会） 

課 

 

題 

・幅広い年齢層を対象にした取り組みを行い、つながりを作っていくことが大切。 

・高齢者の買い物や通院が心配なため、支援の方法を考えていかなければならない。 

・困っている方がどこにいるのかの把握が大切であるが、コミ協で課題を把握していくことは難しい。 

・今後何をしなければならないか整理し、自治会との連携など体制づくりが必要になってくる。 

・防災について、コミ協も自治会もそれぞれで取り組みを行っているため、役割を整理することが必要。 

・コロナ禍を経て、町内のモチベーションが上がらず、茶の間や老人クラブの活動が再開できていない。 

・支え合いのしくみづくりを知らない若い方も多い。 

・コミ協の事業が多いが、役員が高齢化しており、若い役員が少ない。イベント型の取り組みだけでな 

く、何に繋がっていくか考えつつ取り組みを進めていかないといけない。 

評 

 

価 

・今年度の取り組みはとても良いものだったと思うため、次年度も継続していきたい。（青パト・子ども等） 

・児童クラブにおいて、地域の芸能ボランティア等と連携することで、子どもたちにいろいろな経験を 

してもらうことができた。 

・未来ビジョンの検討を通して子育て世代の話を聞くことができた。 

・コロナが５類に移行したことによって、町内の行事も復活してきている。 

活
動
の
様
子 

 

次
年
度
へ
向
け
て 

・未来ビジョンで検討したこととリンクさせながら、取り組みを考えていきたい。また、未来ビジョン 

を通してできたつながりを絶やさないよう考えていきたい。 

・高齢化を見据えた取り組みを考えていく必要がある。 

・自治会ごとの取り組みを共有する機会を作れるとよい。 

・防災について、自治会とコミ協の役割を整理し、連携して取り組んでいきたい。 

・子どもだけでなく、地域の見守りとして青パトを継続していく。 

［参加者］新関コミ協：渡辺会長、長谷川副会長、松田副会長、山﨑会計、吉田事務局長 

専門部 防災部：阿部副部長 安心安全部：土田部長、髙橋副部長、廣田副部長 

    福祉健康部：松屋部長、繁野副部長、土田副部長、土田副部長 文化教養部：土田部長 

児童クラブ運営部：渡辺部長 

     支え合いのしくみづくり：堤構成員（老人クラブ会長） 

秋葉区社協：横山事務局長補佐、熨斗、時田 

防災講演会 

移動支援検討会 

第 1 回 

第 2 回 


